
は
じ
め
に

災
害
対
策
は
災
害
対
策
基
本
法
に
も
と
づ
き
、
政
府
と
自
治
体
に
よ
る
公
的
責
任
と
し
て
の
公
助
が
ベ
ー
ス
で

あ
る
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
行
政
任
せ
だ
け
で
は
国
民
・
住
民
の
生
命
や
財
産
、
生
活
を
守
れ
な
い
こ
と
は
、

災
害
の
発
生
の
原
因
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
事
前
の
把
握
が
い
ま
だ
に
困
難
な
面
も
あ
る
ほ
か
、
そ
の
情
報
の
伝
達
や

受
信
の
齟
齬

そ

ご

、
通
信
機
能
の
不
全
、
危
機
管
理
の
不
足
な
ど
に
よ
っ
て
未
然
に
防
い
だ
り
、
減
災
に
し
た
り
す
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

現
に
、
た
と
え
ば
地
震
の
予
知
に
つ
い
て
困
難
と
い
う
研
究
者
も
少
な
く
な
く
、
毎
年
、
３
０
０
億
円
前
後
も

計
上
さ
れ
て
い
る
政
府
の
地
震
予
知
研
究
関
連
の
予
算
は
い
か
が
な
も
の
か
、
と
の
指
摘
さ
え
一
部
で
聞
か
れ
て

い
る
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
（
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
）
で
児
童
・
生
徒
、
教
職
員
計
84
人
が
宮
城
県
石
巻

市
の
指
定
し
た
新
北
上
川
の
避
難
場
所
に
避
難
し
、
津
波
に
襲
わ
れ
て
死
亡
し
た
た
め
、
遺
族
が
市
と
県
を
相
手

取
り
総
額
約
22
億
６
０
０
０
万
円
を
求
め
る
損
害
賠
償
を
仙
台
地
方
裁
判
所
に
提
訴
、
同
14
億
３
０
０
０
万
円
の

支
払
い
を
命
ず
る
判
決
を
勝
ち
取
っ
た
も
の
の
、
市
と
県
は
こ
れ
を
不
服
と
し
て
仙
台
高
等
裁
判
所
に
控
訴
、
同

高
裁
は
同
１
０
０
０
万
円
を
積
み
増
し
た
判
決
を
下
し
た
が
、
市
と
県
は
こ
れ
も
不
服
と
し
、
最
高
裁
判
所
に
上
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告
、
２
０
１
８（
平
成
30
）年
８
月
現
在
、
係
争
中
で
あ
る
。

一
方
、
同
じ
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県
釜
石
市
の
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
は
明
治
、
昭
和
と
続
い
た
三

陸
沖
地
震
を
教
訓
に
、
先
人
た
ち
の
遺
訓
で
あ
る
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
に
従
い
、
近
く
の
裏
山
や
高
台
に
避
難

し
た
結
果
、
99
・
８
％
の
生
存
率
を
記
録
し
た
。
こ
の
た
め
、「
行
政
に
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
る
の
で
は
な
く
、
ま

ず
は
自
分
の
命
を
最
優
先
し
、
高
台
な
ど
安
全
な
場
所
に
避
難
す
べ
き
だ
」
と
の
称
賛
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

ま
し
て
や
、
日
本
で
は
有
史
以
来
、
各
地
で
災
害
が
繰
り
返
し
起
き
て
お
り
、
そ
の
都
度
、
貴と

う
とい

生
命
や
財
産
、

生
活
を
失
っ
て
い
る
も
の
の
、
歴
代
の
自
民
党
な
ど
の
政
権
は
戦
後
約
70
年
経
っ
た
今
な
お
対
米
従
属
、
政
官
財

の
癒ゆ

着ち
ゃ
くに

よ
る
土
権
型
公
共
事
業
や
防
衛
費
の
増
額
な
ど
を
優
先
、
災
害
対
策
や
社
会
保
障
は
二
の
次
、
三
の

次
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
で
は
だ
れ
も
責
任
を

と
ら
ず
、
鹿
児
島
県
の
九
州
電
力
川
内

せ
ん
だ
い

原
発
な
ど
を
相
次
い
で
再
稼
働
さ
せ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
筆
者
は
江
戸
中
期
、
上
野
国
吾
妻
郡
鎌
原

か
ん
ば
ら

村
（
現
群
馬
県
吾
妻
郡
嬬
恋
村
鎌
原
地
区
）
の
浅
間
山

「
天
明
の
大
噴
火
」
被
災
地
の
生
存
者
の
自
助
や
互
助
、
周
辺
の
村
の
名
主
の
共
助
を
教
訓
に
、
全
国
ど
こ
で
で

も
政
府
と
自
治
体
の
公
的
責
任
と
し
て
の
公
助
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
も
国
民
・
住
民
も
自
助
や
互
助
、
共
助
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
万
一
、
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
ら
ど
の
よ
う
に
生
命
や
財
産
、
生
活
を
守
り
、
か
つ
被
災
地

の
復
旧
・
復
興
の
た
め
の
共
助
に
努
め
る
べ
き
か
、
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
の
た
め
、
そ
の
実
践
編
と

し
て
ま
と
め
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

2



そ
の
意
味
で
、
既
刊
の
『
地
域
福
祉
源
流
の
真
実
と
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』『
地
方
災
害
と
防
災
福
祉
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』『
大
都
市
災
害
と
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
の
三
部
作
と
併
せ
、
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

最
後
に
、
本
書
の
上
梓
に
あ
た
っ
て
も
先
の
三
部
作
と
同
様
、
そ
の
編
集
の
労
を
と
っ
て
い
た
だ
い
た
大
学
教

育
出
版
社
長
の
佐
藤
守
お
よ
び
社
彩
香
の
両
氏
に
対
し
、
貴
重
な
紙
面
を
お
借
り
し
て
深
く
感
謝
し
た
い
。

２
０
１
８（
平
成
30
）年
　
初
秋

川
村
　
匡
由
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防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
た
め
に
　
実
践
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公
助
を
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ス
と
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自
助
・
互
助
・
共
助
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１
　
災
害
の
種
類

（
１
）
自
然
災
害

災
害
対
策
は
政
府
と
自
治
体
の
公
的
責
任
と
し
て
の
公
助
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
も
、
国
民
・
住
民
も
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
特
性
や
過
去
の
災
害
の
有
無
、
周
辺
の
生
活
環
境
な
ど
を
把
握
し
、
自
助
や
互
助
、
共
助
に
努
め
る
こ

と
が
重
要
だ
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
ま
ず
災
害
そ
の
も
の
を
知
る
べ
く
、
そ
の
種
類
と
発
生
の
原
因
に
つ
い
て
述

べ
た
い
。

災
害
と
い
う
と
、
だ
れ
も
が
ま
ず
地
震
や
津
波
、
高
潮
、
液
状
化
、
台
風
や
豪
雨
、
洪
水
、
河
川
の
氾
濫

は
ん
ら
ん

、
土

砂
災
害
な
ど
の
風
水
害
、
火
山
噴
火
な
ど
を
思
い
浮
か
べ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
は
自
然
災
害
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
基
本
的
に
は
い
ず
れ
も
人
為
的
で
は
な
く
、
文
字
ど
お
り
、
自
然
現
象
に
よ
る
災
害
だ
か
ら
で
あ
る
。
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現
に
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
第
２
条
第
１
号

に
よ
る
と
、
災
害
と
は
「
暴
風
、
豪
雨
、
豪
雪
、
洪

水
、
高
潮
、
地
震
、
津
波
、
噴
火
そ
の
他
の
異
常
な

自
然
現
象
に
よ
り
生
ず
る
被
害
」
と
定
め
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
自
然
災
害
は
「
天
災
」
と
も
い
わ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
種
類
や
原
因
、
被
災
の
内
容
、
程
度
、

家
屋
の
損
壊
な
ど
の
原
因
が
人
為
的
な
も
の
に
よ
り

生
ず
る
場
合
も
あ
る
た
め
、「
天
災
」
と
即
、
断
言
で

き
な
い
こ
と
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
自
然
災
害
で
も

人
間
の
故
意
や
過
失
に
よ
っ
て
起
き
る
こ
と
も
あ
る

た
め
、
人
為
的
災
害
、
言
い
換
え
れ
ば
「
人
災
」
と

も
い
え
る
場
合
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
沖
縄
や
九
州
、
四
国
地
方
は
〝
台
風

銀
座
〞
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
毎
年
の
よ
う
に
台
風

や
豪
雨
、
洪
水
な
ど
の
風
水
害
を
受
け
て
い
る
の
は

災
害
対
策
が
十
分
行
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
、
こ
の

14

写真1－1 急傾斜地の宅地開発は典型的な「人災」
（土砂災害の被災地の広島市郊外にて）



よ
う
な
年
中
行
事
化
し
た
災
害
は
も
は
や
「
天
災
」
で
は
な
く
、「
人
災
」
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
２
０
１
４

（
平
成
26
）年
、
折
か
ら
の
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
急
傾
斜
地
の
住
宅
地
に
土
石
流
が
襲
い
、
災
害
関
連
死
を
含
む
住

民
77
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
「
広
島
土
砂
災
害
」
は
そ
の
典
型
的
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
（
写
真
１
│
１
）。

（
２
）
人
為
的
災
害

こ
れ
に
対
し
、
人
間
が
引
き
起
こ
し
た
事
故
や
自
然
破
壊
、
環
境
汚
染
、
殺
人
や
テ
ロ
、
戦
争
な
ど
の
有
事
、

強
奪
、
放
火
、
暴
力
、
自
動
車
や
列
車
、
電
車
、
船
舶
、
航
空
機
事
故
、
ダ
ム
や
堤
防
の
決
壊
、
火
災
、
爆
発
、

原
子
力
災
害
な
ど
人
間
の
故
意
や
過
失
に
よ
る
災
害
は
人
為
的
災
害
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
災
害
は
自

然
現
象
に
よ
る「
天
災
」で
は
な
く
、
人
為
的
な
原
因
に
よ
っ
て
生
じ
る「
人
災
」だ
か
ら
で
あ
る（
図
表
１
―
１
）。

そ
の
象
徴
が
２
０
１
１（
平
成
23
）年
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド（
Ｍ
）９
・
０
９
、
震
度
７
、
高
さ
15
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
津
波
の
た
め
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
県
で
死
者
１
万
５
８
９
３
人
、
行
方
不
明
者
２
５
５
３
人
、
震
災
関
連

死
３
５
２
３
人
と
史
上
最
大
規
模
に
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
の
際
、
宮
城
県
石
巻
市
の
大
川
小
学
校
の
児
童
・
生

徒
が
津
波
に
追
い
つ
か
れ
、
犠
牲
と
な
っ
た
津
波
災
害
で
、
遺
族
が
県
と
市
を
相
手
取
り
、
仙
台
地
裁
に
損
害
賠

償
を
求
め
る
裁
判
を
起
こ
し
、
そ
の
原
因
の
解
明
や
市
、
県
の
責
任
の
追
及
、
賠
償
額
を
め
ぐ
る
仙
台
地
方
裁
判

所
の
判
決
を
不
服
と
し
、
仙
台
高
等
裁
判
所
の
控
訴
審
、
さ
ら
に
最
高
裁
判
所
の
上
告
審
で
係
争
中
で
あ
る
。

ま
た
、
同
県
南
三
陸
町
で
は
町
の
職
員
や
住
民
計
43
人
が
町
の
防
災
総
合
庁
舎
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
の
、
津
波
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